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お吋 紅 バばソま長

引征 に て巧やくi 廻間 が･琵はした。

Ｕ 紅 てみで該が ．最妬 て居心 朗 噸.丿 おｳﾁ どいｊ 北Ｇ．

実をし7おソリ ，

吠竹 い荷物μ一麻釧又絹 ヽＸ拓 お し

寒やﾉﾀμ4 が 村れ'退 ご６ 暖か 溥 ．アパペ バ：レ 宵

抑 に但 うホメ ぴ に.治鯖丿してi咬が元 り に`帽 具･,て叫 玉 ，

おまｿヽ釦ぶ 伺 が紆さてΓμがヵ`轟 秘 が` 母日溥くかこ

帰ｿ たより ‰ でしまうお` ｳ押･仁

JL敵 か彩 ぴでてぃけ丿影 ０ に刎 がﾊﾞ ﾂﾞIぎいチしだ。

仁 外ｕ ず泣隋 て痢ﾉ粁 。豺｀6斟りツｊ｝が'やバjり 。

割ドト ムの皆繕 ど徊づ 峠` くだ否 ≒

シレr丿 秘 んがIyjくが肩肘吋 呻`巾り皿μ ん力゙ '-~ヽ

今詩佃 知才０ 拉辻ぐ吋巾慎豺 仙乱

訓μも引拝励 ど汗 よろし哨瀞叫り 。
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